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家の偉大なる開発者」であると評価される現国王の農村開発プロジェクトが，儀礼的にではあれ，
政府により積極的に支援されていることを考えれば，開発僧の社会問題に取り組む開発（かいほ
つ）が政府主導の開発路線と抵触し現状を批判する契機を含んでいるとしても，「国家」のグロー
バリゼーション時代における「市場」への対抗戦略の一環として，政府自身それを積極的に取り込
まざるをえない状況にあるのではないかと思われる。
 本書は，1994年にスタートした「タイ仏教の社会思想と社会行動」研究プロジェクトの研究成果
を一冊の本として刊行されたものである。その方法論上の問題点や課題はあるにせよ，豊かさを問
い直し，真の開発，真の共生社会を模索した本書から，評者自身多くの知的刺激とタイ開発僧の思
想と実践の新たな知見を得ることができた。広くアジアの知慧から真摯に学ぼうとする意欲的な本
書は，たしかに西欧近代が生み出した「近代化論」や「進歩主義史観」の現代のグローバル化時代
における位相を考えるうえで極めて学術的に価値のある良書であろう。
 （2002年８月27日受付）
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